
はじめに 

 

人手不足、原材料価格の高騰、デジタル化や脱炭素化の動きなど、県内企業を取

り巻く環境は依然として厳しく、大きな変化の渦中にあります。 

このような中、企業が持続的に成長・発展していくためには、付加価値の高い新製

品開発などを通じて、稼ぐ力や競争力を高めることが不可欠です。 

 

こうした企業の稼ぐ力の向上を、賃上

げや人材確保、そして企業の持続的な

発展へとつなげるためには、経営面と技

術面の支援を一体的に進める必要があ

ります。そこで福岡県では、本年４月に

商工部内に「中小企業振興局」を創設

し、この一体的な支援をさらに強力に推

進する体制を整えました。福岡県工業技

術センターは、ものづくり中小企業に最

も身近で、現場の技術的課題に精通し

た公設試験研究機関として、この新支援

体制の一翼を担っています。 

当センターでは、「研究開発」、「人材育成」、「技術相談・試験分析」、「交流・連携」、

「情報発信」の５つの基本業務を柱として、企業の新技術・新製品の開発や生産性向

上などを技術面から総合的に支援しています。 

「“創る”を“共に” 福岡の未来（あす）をひらく技術拠点」をキャッチフレーズに、県

内企業１社１社の“創る”に寄り添い、“共に”課題解決に取り組んでいます。また、将

来を見据えた技術の蓄積にも取り組み、その技術を企業のみなさまにご活用いただく

ことを通じて、福岡の未来を切り拓いていきたいと考えています。 

 

本報告書は、福岡県工業技術センターの４つの研究所（化学繊維研究所、生物食

品研究所、インテリア研究所、機械電子研究所）が、令和７年度に実施した基本業務

をとりまとめたものです。研究報告とあわせて参考にしていただき、当センターの積極

的な活用につなげていただければ幸いです。 
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